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第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標

に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を

養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己

を見つめ、物事を（広い視野から）多面的・多角的に

考え、自己の（人間としての）生き方についての考え

を深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践

意欲と態度を育てる。

道徳科の目標



内容項目

小・中学校学習指導要領解説
特別の教科 道徳編

各内容項目について、発
達の段階に応じて指導す
る内容は、学習指導要領
解説に示されている。



道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる

道徳的判断力

道 徳 的 心 情

道徳的実践意
欲 と 態 度

それぞれの場面で善悪を判断する能力

道徳的価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、
悪を憎む感情

道徳的判断力や道徳的心情によって価値があることと
された行動をとろうとする傾向性

道徳的実践意欲

道 徳 的 態 度
道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的な道
徳的行為への身構え

道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実
現しようとする意志の働き

道
徳
性
の
諸
様
相

目的



「考え、議論する道徳」に向けた授業改善の視点

主体的な学び
・問題意識をもつ
・自分自身との関わりで
考える

・自らを振り返る 等

対話的な学び
・協働し、対話する
・多面的・多角的に考える
・学級経営の充実を図る

等

深い学び
・読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習
・問題解決的な学習
・道徳的行為に関する体験的な学習

考え、議論する

手段
教員の指導の
明確な意図



指導の明確な意図とは･･･

ねらいとする道徳的価値（内容項目に含まれる
もの）について、学習指導要領に基づき、明確
な考えをもつ。

ねらいとする道徳的価値について、日頃、どの
ような指導を行い、その結果としての児童生徒
のよさや課題を確認し、本時で学ばせたいこと
を明らかにする。

授業者の意図、児童生徒の実態をもとに、教
材をどのように活用し、どのような学習を行
うのかを明らかにする。

道徳的
価値

児童生徒
の 実 態

教材の
活用

主
題
設
定
の
理
由

道徳科の授業をどのように構想するか



学習指導の多様な展開

（１）多様な教材を生かした指導

（２）体験の生かし方を工夫した指導

（３）各教科等と関連をもたせた指導

（４）道徳科に生かす指導の工夫

ア 教材を提示する工夫

イ 発問の工夫

ウ 話合いの工夫

エ 書く活動の工夫

オ 動作化、役割演技など表現活動の工夫

カ 板書を生かす工夫

キ 説話の工夫

小・中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編 第２節 ３学習指導の多様な展開 小学校P83 中学校P82

手段



道徳科においてICTを活用する際のポイント

道徳科の学習指導過程におけるICT活用例

段階 学習の目的 主な学習活動 ICTの活用例

導入 ・実態や問題を知る。
・道徳的価値について、問題意識
をもつ。

・実態や問題の提示
（画像や映像、グラフ等）

展開

・教材を活用して、道
徳的価値を理解し、
よりよい生き方を考
える。

・自分自身との関わりで考える。
・多面的・多角的に考える。
・自己の（人間としての）生き方
についての考えを深める。

・教材の提示
（画像や映像等）

・自分の考えをもつ
（ＩＣＴ端末に示す）

・他者の考えを知る
（ＩＣＴ端末で共有する）
（表やグラフ等）

・話し合う（直接的な対話）
・自己を見つめる
（ＩＣＴ端末に蓄積する）

終末
・よりよい生き方の実
現への思いや願いを
深める。

・道徳的価値についての自己実現
への意欲を高める。

・生活の様子の提示
（画像や映像等）

・外部の方の言葉の提示
（画像や映像等）



・道徳教育と道徳科のつながりを明らかにした指導

・道徳科の特質を踏まえた指導

・道徳科のねらいを踏まえ、道徳科の授業で、児童生徒に何について考えさせ、
何に気付かせたいのかを明確にもつこと。

・指導過程や指導方法、教材・教具等の工夫は、目的ではなく手段であること
を認識すること。

おわりに


